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農林水産省野菜・茶業試験場環境部 手

本誌の平成 5 年 2 月 号 に お い て ， 特集 「花 の 新病害」
が刊行されて か ら 既 に 5 年が経過 し た 。 そ し て今回， 花
の栽培が増加 し 需要が増大 し て い る と き ， 本誌特集号 と

し て 「花の病害虫jが刊行され る こ と は正 に タ イ ム リ ー

であ り ， 真に喜ば し い こ と で あ る 。

国立の研究機関 に お い て は， 昭和 61 年 に 野菜試験場

と茶業試験場が統合され， 野菜・茶業試験場 と し て 発足

す る に 当 た り ， 花 き 部が新設されて 花 き 研究が強化され

た 。 そ れ以後， 花 き の育種， 栽培部門 に加 え て 流通利用

部門， パイ テ ク 部門の充実が図 ら れて き た 。 ま た ， 平成

8 年 10 月 に は， 組織改変 に 伴 い 花 き 部 に 病害研究室が

新設され， 国立機関 に お砂 る 唯一の花 き 病害研究室が誕

生 し た 。

最近， 我が国 に お砂 る 花 き の需要 は急速 に 伸 び， 平成

7 年の生産額は 6 ， 233 億 円に 及び， 農業粗生産額は約 10

兆 6 千億 円の約 5 . 9% を 占 め る 重要 な産業 に 成長 し て い

る 。 生産額は， こ こ 数年 は横ばいであ り 漸増 を示 し て い

る に 過 ぎ な い が， 昭和 60 年対比で 50%増 と な っ て い

る 。 一方， 輸入量 も 急速 に 増大 し， 平成 7 年の切 り 花類

の輸入金額 は 23 4億 円 に も 及 び， 昭和 60 年対比 4倍の

輸入 に な っ て い る 。 こ のよ う に ， 切 り 花 の輸入 は年々 増

加 を し て い る こ と か ら ， 海外か ら 侵入 し た と 考 え ら れ る

害虫 の発生 も 多 い の が特徴であ る 。

総務庁の家計調査 に よ る と ， 平成 9 年の 1 世帯当 た り

の消費支出 は 実質 5 年連続で減少 を 続 げ て い る が， 切 り

花消費額は前年よ り 4%増で過去最高 を 記録 し た 。 こ こ

数年にわた る 長引 く 不況 に も かかわ ら ず， 家庭用切 り 花

の消費 は ， 国民生活 に 「潤い と 安 ら ぎ J を も た ら す も の

と し て 着 実 な 伸 び を 示 し て い る 。 こ れ は 「生活 に ゆ と

り j を求め る 消費者が増 え て き た た め と 考 え ら れ る ( 日

本農業新聞) 。

病害 に 関 し て は， 平成 5 年 に 臼本有用植物病名 目 録第

2巻 (野菜・草花) 第 3版が出版され， 900 弱 の 病害が

収録された 。 そ の後 も 新病害の報告数 は 急速 に 増加 しつ

つ あ る 。 そ の後， 平成 9 年 ま で に 日 本植物病理学会で認

め ら れ病名 目 録の追録 に 収録され た 草花 の 病害 は， 100 

以上 の 作物 (新作物 40 を 含 む ) で 150 を 超 す 新病害が
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報告された。 ま た ， 花木， 鑑賞用 樹木 に つ い て も 約 40

種類が報告されて い る 。

花 き 類 は草花， 花木， 鑑賞用樹木な ど種類が多 く ， 特

に最近栽培されて き た 新 し い花 き ， 新規導入の花 き が多

い ので， 病害 に 関 し て は ， 新 し い 花 き に 新病害の発生の

報告が多 い。 キ ク ， カー ネ ー シ ョ ン， パ ラ の 3 大作物の

ほ か に ， 最近急成長 し て い る ト ル コ ギ キ ョ ウ ， ス タ ー チ

ス ， シ ユ ッ コ ン カ ス ミ ソ ウ ， ス ト ッ ク ， ガ ー ベ ラ ， ユ

リ ， チ ュ ー リ ッ プ， グ ラ ジ オ ラ ス ， そ れ に リ ン ド ウ ， キ

ン ギ ョ ソ ウ ， ア イ リ ス ， デル フ ィ ニ ウ ム ， ア ネモ ネ 等 の

花 き で新病害の発生の報告があ っ た 。 ま た ， ア ル ス ト ロ

メ リ ア 等の新作物 に も 新病害 の発生が報告されて い る 。

病原体別 に み る と ， 糸状菌 に よ る 病害が最 も 多 く ， 次 い

でウ イ ル ス 病， 細菌病， フ ァ イ ト プ ラ ズ マ 病が続い て い

る 。

キ ク え そ 病 は平成 6 年に 静岡 県 に 多発生 し ， 問題 と な

っ た 。 そ の 後 12 県でキ ク ， ガ ー ベ ラ 等 5 種 の 作物で病

害 虫 発 生 予 察 特殊報 が 発 表さ れ た 。 本 病 は Tomato

spotted wi1t virus (TSWV) に よ る 病害で， 九州 か ら

東北地方 ま で拡大 し ， 大 き な被害 を 及 ぼ し た 。 本 ウ イ ル

ス は， 以前 に タ バ コ ， ト マ ト ， ダ リ ア ， ス イ カ等 に 発生

があ っ た が， 最近 は ほ と ん ど問題 に な ら な か っ た 。 そ れ

が キ ク ， ガ ー ベ ラ に も 発生 し 大 き な被害 を も た ら し た 。

本 ウ イ ル ス は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 等 の ア ザ ミ ウ マ 類

によ り 永続伝搬 さ れ る た め ， 本害虫が最近， 発生拡大 し

て い る こ と と 密接 な 関係 が あ る も の と 考 え ら れ る 。

花 き の病害で は ， 登録農薬 の 数が少 な い こ と も あ り ，

パ ラ では古 く か ら 発生の あ る う ど ん こ 病， 灰色か ぴ病，

べ と 病等の発生が依然 と し て 多 い。 ま た ， 夏季の多雨の

年 に は， 自絹病， リ ゾ ク ト ニ ア 菌 に よ る 病害， 疫病等の

発生報告が多 く ， 今後 も 連作 に 伴 っ て 土壌病害の発生 は

多 く な る こ と が予想され る 。

害虫 に 関 し て は， 最近， マ メ ハモグ リ パエ ， ミ カ ン キ

イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， オオ タ バ コ ガ， シ ルバーリー フ コ ナ ジ

ラ ミ 等の海外か ら の侵入害虫が軒並み多発生 し ， 花 き お

よび野菜 に 大 き な被害 を 及ぼ し て い る 。 こ れ ら の害虫は

いずれ も 海外か ら の侵入害虫で， 薬剤抵抗性 を 獲得 し て

お り ， 寄主範囲が極め て 広 い 点で共通 し て い る 。 花 き に

お砂 る 農薬の登録は少な い が， 主 要花 き で は 有効薬剤 の

登録が進みつつあ る 。
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マ メ ハモグ リ パエ (Liriomyza trifolii) は， 我が国で

は平成 2 年 に静岡 県 に お い て 初 め て 確認された。 キ ク で

は甚大な被害が発生 し ， そ の後ガ ー ベ ラ ， シ ユ ッ コ ンカ

ス ミ ソ ウ 等の花 き の み な ら ず， ト マ ト ， セ ル リ 一等の野

菜 に お い て も 西南暖地 を 中心 に 拡大 し ， 現在で は東北地

方か ら 九州， 沖縄 に 至 る ま で， 全国的な重要害虫 に な り

つ つ あ る 。 本害虫 は海外で発生 し て い る 系統 と 同 じ く ，

各種殺虫剤 に対 し て 強度 の薬剤抵抗性 を 示 し， は じ め本

害虫 に 効果 を 示 し た 薬剤 に も 感受性の低下が認 め ら れ

る 。 ま た ， 合成ピ レ ス ロ イ ド 剤 に よ る リ サ ー ジ ェ ン ス が

起 こ る こ と か ら ， 農薬 に よ る 防除体系 に は 問題が多 く ，

物理的および生物的防除法 を取 り 入れた総合防除体系の

確立が望 ま れ る 。 物理的防除法 と し て は， 熱水散布 によ

る 嫡 の防除， 太陽熱 に よ る ハ ウ ス 蒸 し込み処理 に よ る 防

除法 な どが開発されて い る 。 生物的防除法 と し て は イ サ

エ ア ヒ メ コ パチ ， ハモグ リ コ マ ユパチ等が天敵寄生蜂 と

し て ， 生物的防除資材 と し て利用されて い る 。

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frankliniella occidenta. 

lis) は， 南北 ア メ リ カ， ヨ ー ロ ツ パ 等 に 広 く 分布 し，

世界 に 分布 を 広 げて い る 害虫であ る 。 我が国で は平成 2

年 に 初 め て 発生 が認 め ら れ， 急速 に 分布地域 が拡大 し

た 。 本害虫 の寄主範囲 は極め て 広 く ， キ ク ， カー ネ ー シ

ョ ン， パ ラ ， シ ク ラ メ ン， ガーベ ラ ， ト ル コ ギ キ ョ ウ 等

の花 き および野菜 に 大 き な被害 を 及ぼ し て い る 。 本害虫

に対す る 登録農薬の種類 は少な く ， 成虫が花 き の菅等 に

入り込 む な ど の 生態的特性 か ら 防除が極め て 困難で あ

る 。 ま た ， 本害虫 は キ ク ， ガ ー ベ ラ 等 の TSWV を伝搬

す る ので， 植物等 を 吸汁す る 被害 の ほ か に ， ウ イ ル ス 感

染 に よ る 病害の被害 も あ る 。

オ オ タ バ コ ガ (Helicove11ρa armigera) は ， ア フ リ

カ， ヨ ー ロ ッ パ， ア ジ ア ， オ ー ス ト リ ア に か け て 広 く 分

布 し て い る 害虫であ る 。 本害虫 は ワ タ を は じ め 寄主範囲

は広 く ， 長距離移動 を す る こ と が知 ら れ る 。 平成 6 年 に

は酋 日 本各地で多 く の キ ク ， パ ラ ， カー ネ ー シ ョ ン等 の

花 き の ほ か， 野菜 に も 被害が拡大 し た 。 本害虫 に対す る

薬剤 も 抵抗性の発達が認 め ら れ， 各種作物で難防除害虫

に な っ て い る 。

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ (Bemisia argentifolii， タ

バ コ コ ナ ジ ラ ミ の新 し い 系統の名前) は， 野菜で は ト マ

ト ， カボ チ ャ 等で被害が大 き い が， 花 き で も ポイ ン セ チ

ア等で発生 し 大 き な被害が あ る 。

平成 3 年度よ り 5 か年計画で， 植物防疫課 によ る 主要

な 露地栽培花 き 類 の 病害虫 実験予察事業 が行われ て き

た 。 露地栽培で は ， 病害虫 の 発生 に 気象 の 影響が大 き い

が， 野菜 に準 じ て ， 主 要 な露地栽培花 き であ る キ ク ， リ

ン ド ウ ， チ ュ ー リ ッ プ， ユ リ ， グ ラ ジ オ ラ ス ， ス イ セ

ン， ツ ツ ジ等 の病害虫 に つ い て ， こ れ ら の 発生生態， 被

害の発生機構等 を 解明 し ， 発生予察手法 を 確立す る 目 的

で実験予察事業 を 実施 し て き た 。 本実験 はさ ら に 2 か年

延長されて行われて き た が， 本実験の成果 を 基 に ， 平成

10 年度 か ら は本事業 と し て 本格 的 に 行われ る 予定であ

る 。 今後 は発生状況の情報が整備， 蓄積されて 防除 に 役

立つ こ と と 期待され る 。
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新しく登録された農薬(10.4.1"-'4.30)
掲載 は ， 種類名， 有効成分および含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者又 は輸入業者) ， 対象作

物 : 対象病害虫 : 使用時期および回数 な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用 方 法 を 記載。 (… 日 …

回 は収穫何 日 前， 何回以内散布又 は摘採何 日 前， 何回以 内散布の略) 0 (登録番号 19930�19974 ま での 45 件， 有

効登録件数 は 5410 件)

な お ， ア ン ダー ラ イ ン の つ い た 種類名 は新規化合物で， ( J内 は 試験段階時の薬剤名であ る 。

「殺虫剤 」
シ ョ ク ガ タ マパエ剤 〔アブイデント〕
シ ョ ク ガ タ マパエ ( ア フ ィ ド レ テ ス ・ア フ ィ デ ィ ミ ザ)

羽化成虫 1000 頭 /ポ リ エ チ レ ン瓶
ア フ ィ デ ン ト 00 . 4 . 6)
1993θ ( ト ー メ ン)
き ゅ う り (施設栽培) :ア ブ ラ ム シ類:発生初期:放飼
コレマ ンアブラ パチ剤 〔アフィパール〕
コ レ マ ン ア プラパチ ( ア フ ィ デ ィ ウ ス ・ コ レ マ ニ ) 羽化

成虫 500 頭/ポ リ エ チ レ ン瓶
ア フ ィ パール (10 . 4 . 6)

19931 ( ト ー メ ン)
い ち ご (施設栽培) ・ き ゅ う り (施設栽培) : ア プ ラ ム シ

類:発生初期 : 放飼
ク ク メ リ ス カブ リ ダニ 剤 〔ク ク メ リ ス〕
ク ク メ リ ス カ プ リ ダ ニ ( ア ン プ リ セ イ ウ ス ・ ク ク メ リ

ス ) 50000 頭 /100 g 
ク ク メ リ ス 00 . 4 . 6)
19932 ( 日 本化薬) ， 19933 ( ト ー メ ン)
な す (施設栽培) ・ い ち ご (施設栽培) ・ き ゅ う り (施設

栽培) : ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ : 発生初期:放飼
(10 ペ ー ジ に続 く )
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